
人権DDは社労士のビジネスチャンス
中山 和博（東京会）

　全国から集まったメンバー
が真剣な討議で終始盛り上が
り、あっという間の対面セッ
ション２日間でした。
　参加するまでにはそれなり
にボリュームのあるeラーニ
ング視聴で制度・用語や世界
と日本の違いを漠然と理解しました。チェックリ
ストのヒアリングに向けた資料の読み込みと対象
企業選定（今なら自信を持ってやれるのですが）
には少し手間取りました。
　理解不足が不安なまま初日を迎えましたが会場
の明るい雰囲気とファシリテーターの皆さんが
徐々に緊張をほぐすような進行をしてくださるの

で午前が終わるころにはグループ全員から活発に
意見が出るようになります。
　セッションによってはロールプレイングで色々
な役をやることになります。役になり切ることで
提案を迫られる立場、実務をやらされる担当者側
の気持ちになれたのがとても新鮮で目からうろこ
の体験でした。
　社労士にとって「ビジネスと人権」は労働組
合・経団連・国・国際機関からのバックアップ付
きの喫緊のビジネスチャンスです。ビジネスとし
て確立してクライアントを増やすことが結果とし
て理念や理想が実現されることになるのだと今は
考えています。
　最後にファシリテーターの皆様、ILO駐日事務
所の皆様、連合会事務局の皆様、このような大変
貴重な機会を与えて頂きありがとうございました。

「ビジネスと人権」研修を受講して
根本 啓明（東京会）

　人権DDという言葉は見聞
きしていましたが、今回、初
めて人権についてじっくりと
考え、議論する機会をいただ
いたと感じます。会社勤め時
代は、お客様の権利擁護に関
しては敏感でした。しかし、
働く人や取引企業における人権については特に意
識を向けていませんでした。国内企業の多くは、
労働基準法を遵守しコンプライアンスを徹底する
ことで足りると考えています。今回の受講で、ま
ず、国際労働基準を知ることの重要性を認識しま
した。そして、トップの意思決定の下、人事部門

のみならず、調達部門、労働組合など、社内の多
くの人たちを巻き込んで、自社及びサプライチェ
ーン全体における人権について認識する必要性が
あることを理解しました。
　グループワーク中心の研修では、社労士として
の立場のほか、社長や調達担当、労働者代表など
の役割を演じてみることで、それぞれの立場・視
点で考えることができました。講義型の研修とは
異なり、「何を学んだか」だけでなくロールプレ
イを通じて「いかに学んだか」が体感でき、「ビ
ジネスと人権」について多角的な視点で考え理解
するきっかけとなりました。
　時間的・場所的に対面研修への参加が叶わなか
った多くの方々には、eラーニングの受講をお勧
めします。
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